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審� 五越本庖本館

在 1-4-1所

竣

地:東京都中央区日本橋室町

工:第 1期 1914年

6鶏� 1964
選 用 通:物販応舗、飲食!主、ホール、劇場
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塁� 所有者:~楠三越g 
g
設計者:耕横河建築設計事務所

施工者:清水建設側g 


g 

。g 3宮貨市の老舗三越の本庖本館として大正 年日本譜に最初に{乍られた第一期の建物詰鉄骨
@ カーテンウオール式煉瓦迭で当時の先端技術ぬを駆捜したものであった。その時、搭設式自動幣

段(ヱスカレ…ター)、昇降機(エレベーター〉、スプリンクラ一、暖房換気、吏には、紫物用

降機、金銭及び伝票用真空気力金銭送達磯等々当持の社会の話題を奪う最新の設議が装鑓さs 
s 後震災後の第 壊の修複工事で三越劇場、昭和 年の第 期の増築で大吹抜空間が作られた。3 10 4
g 39 6地下鉄銀廠線との地下での連結通路の設置もこの時期である。そして昭お 年の第 期の増築
g 
g 

g 1近では需震改鯵 Ie進去に基づいて、それぞれの時期の杭や基礎の方式の違いに合わせて、材料j

g fの強度や劣 とについての調査が行われた 特にコンクリートについては建設当時の強宣がそのo
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g 維持管理者:耕三越環議サーピス
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来のシステムと合わせて薪しい東京の名所であったという。その18という1]れて、下見積かり能g 

を経え、現在の� 72，0∞ぱの大百貨詰の形に至った。

大正� 12年の関東大盤災では1JIJ壌は免れたものの火災を含めて大きな被害を受けた。その修複

g の中で鉄骨;棟瓦造から残った鉄骨を利用して鉄骨鉄第コンクリート造に改められた。さら

まま維持されているなど泉好な維持の状況が明らかになったという。

大正� 3年以来昭和、平成を通じて長い間の事業の発展に重ねて、常にそれまでに築かれてき

た資産を大切にし令がら� 貫性を持って増築を重ねてきた姿勢は評留にf議する。現夜計画してa

g いる免震化工事では護物外緩や機能を損なうことなく、地下� 1脅より上の建物全ての部分を免

g で支える予定である。これによって震災時においては建物だけではなく商品についても鐘

全化をはかり、短期再で復18できる事を目標にしている。また地下� 1暗にあった来の段差を免

あわせて解消しバリアフリー化を進めているの省エネ活動も盛んでピル環境管理シス

s 
s
推進をしている O

これ辻建築主ばかりでなく維持管理者、設計‘者、雄工者がイ本となって、良野な人間欝係の

テムやポンプのインパータ化、諦水・節電j議議による省資源化蕗棄物語IJ誠の努力等々積義的に

g 

g もと建物に対する愛着愛情を共有できている事によるものと忌われる� そのことできめ細やかO

g で長期的な適切な計画が立てられ、快遣な環境が維持されていると評価できる。
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